動物 彫刻家。 1980 年、 兵 庫 
県 生まれ。 阪神 淡路 大震災 後、 
美術の 道を 志す。 2005 年に 
東京 造形 大学 美術 学科 彫刻 専 
攻を 卒業し、 2007 年に 愛知 
県立 芸術 大学院 美術 研究科 彫 
刻 専攻を 修了。 現在は いなべ 
市に 住みながら、 全国 各地 
で 「見て、 触れて、 楽しんで」 
を コンセプトに 個展を 開催 


嫌 ■心 


イベントの 打ち合わせ や、 展覧会な どで 多忙の 日々 を 送る はし もとさん。 制作で きる 日は、 朝 9 時〜 夕方まで ひたす 
ら 彫り 続けます。 月 くんとは いつも一 緒。 幼い 頃から アトリエ にいる ため、 木くずが 降って きても 平気と いいます 


はし もとみ お 


# * 
巻 特 


動物 彫刻家 •はし もとみ お 


彫刻で 残す 動物との 期 I 会 


あくびを する キジ 猫、 幸せそぅ な 表情で 眠る 柴犬、 

並んで こっちを 見つめる プレ^ — リ< — ド ツグ — 。 

ふと 撫でた くなる 木彫りの 動物を 生み出す のは、 いなべ 市 在住のは しもと みおさん 〇 
自然に 囲まれた アトリエの 中で、 人を 癒す 彫刻を 生み出して います。 


「いつでも また 会える」 

本物 さながらの 動物 彫刻 

いなべ 市に ある アトリエ 兼 自宅に 
足を 運ぶ と、 元気の いい 黒い 柴犬が 
駆け寄つ てきました。 「月 くん」 と 
優しい声で 呼びかけ るのは、 飼い主 
で 動物 彫刻家のは しもと みおさん で 

^90 

アトリエに 目を 向ける と、 たくさ 
んの 動物の 真ん中に 、ハィタッチの 
ポ^ — ズを とる 月 くんが 立つ ています。 
本物と 見間違える ほど 精巧な 月 くん 
は、 実は 木製 彫刻。 ビー 玉の ょぅに 
つやつやと したまん まるな 目 や、 ふ 
わ ふわの 毛並み も、 しつ かりと 表現 
されて います。 

はし もとさん は、 兵庫県 出身。 「幼 
い 頃から 動物が 大好き。 実家では 猫 
と 暮らして いて、 将来は 獣医に なり 
たいと 考えて いました」 と 幼少 期を 
一^, o' ® ります。 1 9 9 5 年 1 月 17 日、 


阪神 淡路 大震災が 発生。 街 中に いた 
犬 や 猫を はじめと する 動物たち は、 
一気に 姿を消しました。 「生と 死を 
経験し、 『死者と 再び 会えたら』 と 
願う 人が 多い と 感じました。 亡き も 
のの 姿を 忘れて しまわない ように、 
作品と して 残したい」 と、 美術の 道 
に 進む 決意を します。 絵画 や 写真で 
なく 彫刻を 選んだ のは、 手で 触れら 
れる 立体 物 だから。 東京 造形 大学 彫 
刻 専攻に 進学し、 彫刻に 必要と なる 
デッサンの 知識を はじめ、 刃の 使い 
方な どを 習得。 表現の 幅を 広げる た 
め、 絵本 製作に も 挑戦し ました。 

さまざまな 技法を 使い 
毛並み や 質感を 表現 

はし もとさん の 作品には、 全て モ 
デルが います。 当初は、 愛する ぺッ 
卜を 木彫で 残したい という 注文 制作 
が 中心でした。 最初の 依頼 主は 大学 
の 恩師。 その後、 作風が ロコミで E 


開館 30 周年 記念 
どうぶつ 家族たち の 物語 
はし もとみ お 木彫 II 展 


翻 


〜 12 月 2 日 (日) 

平野 美術館 (静岡県 浜 松 市中 区 元 浜 町 1 66) 
1 0:00 〜 1 7:00( 入 館は 1 6:30 まで） 

月曜日 （祝日の 場合は 翌日） 

-般 500 円/中高生 300 円/小学生 200円 
※土日に 限り 小 中学生は 無料 


はし もとさん の 詳しい 情報は 公式 ウェブ サイト 
(http://kirinsan.awk.jp/) で ご 確認く ださい 0 


胸元の 三日月 模様が 特徴の 「月 くん」。 
現在の 月く ん は、 2 代 目。 大学 時代 
から 最近 ま で一 緒に 過ごした 初代が 
旅立ち、 昨年、 新しい 家族と して 迎 
えました 


お 絵描き 教室 

小学生を 対象と した 
デッサン 教室です。 

完全 予約制。 詳しくは 桐 林 
館 （0594-72-6096) に 
問い合わせ ください 

桐 林 館 阿下喜 美術 室 
(いなべ 市 北 勢 町 阿下喜 1 980) 

月 8 日 （月 •祝) 10:00 〜 11:30 


彫る 前の 木材。 最終的には、 3 分の 1 ほどの 大きさになる そう。 制作 過程で 出る 木くずは、 薪ス トー ブの 燃料に  自宅に 
ある アトリエ。 移住 前は アトリエが 狭く 手元に 残せなかった 動物たち も、 広い アトリエに 残せる ようになりました  可愛ら 
しい 動物の 寝姿。 「いろんな 動物の 寝姿を 並べた べッ ドの 上に、 来場者 も 一緒に 寝転が るよう な 展示を したい」 と イメー ジを膨 
らませ ています  月 くんの 彫刻は、 初代と 合わせて 10 体 以上 もあります。 右下は、 生後 数 力 月のと きの もの。 現在は 2 力 月 
で 4 倍の 大きさ に 成長し、 作品から は 動物の 成長 も感 じられ ます 


りを する 人に とつて 環境が いいと 思 
います。 みんなで 地域の 文化 活動を 
展開して いけたら いいです ね」 と 続 
けます。 

彫りたい ものは、 まだまだ 無限大 
にある といぅは しもと さん。 「古代 
から 制作され てきた 人物 彫刻に 比べ、 
動物を モチ^ — フ とした 彫刻は、 まだ 
まだ 少ない ょぅに 感じます。 それを 
残して いける のが やりがい。 私が 昔 
に 生きて いたら、 ハチ公 も 残した か 
つたです ね」 と、 笑顔で 話します。 

思い出の 姿を 形に した 木彫の 動物。 
本物 さながらの 作品には、 一匹 一匹 
との 出会いを 大切に する はし もと さ 
んの 温かい 心が 宿ります。 


内 山 動物園に 何度も 行き ま 
した。 性格を 知る ために、 

飼育 員の 方から 日頃の 様子 
が 分かる 写真 ももら いまし 
た」。 等身大の ゥ マグマ 「シ 
ユゥ くん」 は 展示会での 一 
番人 気。 「『見て、 触れて、 
楽しんで』 が 展覧会の コン 
セ ブトです。 子どもたちが 観た とき 
に、 『熊つ てこん なに 大き いんだ 一』 
と、 大きさを 体感して ほしいです 
ね」。 〇 歳の 子どもから 大人まで が 
動物園の よぅに 楽しめる の も、 多く 
の 人が 個展に 足を 運ぶ 理由の 一つで 
す。 

10 月 8 日には、 阿下喜の 桐 林 館で 
「お 絵描き 教室」 を 開催。 子どもを 
対象に 本格的な デッサンの 技術を 教 
えます。 「この あたりは 都心に 比べ 
て、 芸術の 文化 や 技術に 触れる 機会 
が 少ない。 本格的な 技術を 教えて、 
感覚の 鋭い 子に なつて ほしいです 
ね」 と、 地域の 人 や 作家との 交流に 
も 積極的。 「三重県 北部は モノ づく 


っても、 長 毛 種と 短毛種では 大きく 
異なります。； 1 :体 一体に 合わせて、 
彫り 方を 変えて います」 

死後 数十 年 経った ペットを モ チー 
フ にした こと も あると いいます。 
「写真を 見ながら 作品を 手がけ まし 
た。 完成した ものを 渡した とき、 依 
頼 主の 方は 涙を 流して 喜んでくれ ま 
した。 命を 吹き込みたい などの 特別 
な 思いは なく、 写真と 同じょぅに 記 
録 する もの。 作品 名には、 依頼 主の 
方が 親しんだ 愛称を そのまま 用いて 
います」 

自然に 囲まれた アトリエで 
多くの 人を 癒す 彫刻を 制作 

いなべ 市に 移住して きたのは、  2 
013 年 6 月。 名古屋 市内の 7 曼一 
間の アトリエを 手狭に 感じて いたと 
き、 ア ー トを 通して 知り合っ た 夫婦 
から、 紹介を 受けました。 軽い 気持 
ちで 訪れた ところ、 山 や 田んぼに 囲 
まれた 環境に 一目 ぼれ。 「住める 状 
態では なかっ たため 全 改装して、 念 
願の 広い アトリエが できました」 と 
ほほ 笑みます。 

「とても 居心地が いい。 広い 敷地 

と 静かな 環境が ありながら、 東京に 

も大阪 にも アク セスの 便が いいの も 

気に入つ ています。 それに、 材料と 

なる クス ノキ もたく さんあります」 

といな ベ 市での 暮らしに 大 満足の 様 

子。 移住 後は、 いなべ 産の クス ノキ 

を 使う 場合が ほとんどで、 地域の 人 

から 倒木を もらう こと もあります。 

現在は、 個展の ための 制作が 中心。 

「大きな 熊を 彫ろうと、 度 会 郡の 大 


まりました。 「依頼者が 飼つ ていた 
ので あれば、 カメレオン や 爬虫類、 
ア ロワナ といつ た 古代 魚まで、 どん 
な 動物で も 制作の 依頼を 受け まし 
た」 と 話します。 

制作は、 モデルと なる 動物の スケ 
ツチから スタ 1 卜 。入念な 下調べの 
ために、 対象の 動物に 何度も 会いに 
行つ たり、 写真を たくさん 入手した 
りします。 

木材は、 独特な 香りで 虫を 寄せつ 


けにく く、 彫り やすい クス ノキを 使 
用。 「大型 作品の 場合は、 型 取りに 
チェ^ ~ y ゾ' ~ を 使います。 なかなか 
の 力仕事で、 1 時間 も 作業して いれ 
ば マラソン ぐらいの 運動量」 と 笑い 
ます。 肌 や 毛並みの 質感を 大切に し 
ている はし もとさん。 鳥獣には 刃の 
粗い 彫刻刀を 使い、 木の 表面を ガサ 
ガサに して 毛並みを 表現し ます。 一 
方、 ツヤの ぁる 爬虫類 や 魚類には 鋭 
い 刃で 光沢を 演出。 「犬の 毛 一つと 
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